
ドロ欲彦予雉粂   疵祓
ウイJ移ス1陛Φ風郡翁― です。

だ碁藁 倦怠感)を訴え.る力が多いことが特徴です。
。感染から発庁まで峨l憤  は 1碧をも啜盆総わ程、 くは仄
懇か犠鶴銀 としヽわれています。
饉 沐 (ひまつ)染 起 鑢  :こま撃うちはとiメ わヽれています。

感業者がく tr,驀→]ンを手で押さえた後、そ
`〕

手で周4)の物に触れる

1豊角11議染 こつギ応ス1}l′〕きますt起確アちがそ
'1′

を説るこウ・1′ 几スが手iこ i寸蓋

冬  貪   又
で手洗しヽが大切です。

帰宅3毒ψ講理の前後、隻事純などに|こま繰妊l■け■争アルI]―ル消毒
:磯 i壼どで手極 1先 しヽま しょう.

喘 エチヤ 1ノ ト妻憾つてくださしヽ.
該などの症1式がある応は、嗅ψくしゃみを手で1や暮え.ると、その手で

調つたもの|こウイらスが付着 :´ヘドアノ

「

なれ1■デ1‐ 1夕′で地の薄に病気

をうつす可能性があ唾き下ので、賊エチケr■■1ヽ]ってくださしヽ3

苺勢病が 藝蒔、ど  鼻島i恵、で奉巻たす 混ネ〇 繰 瞬
種 {ず ,などLよ嘩… 鴻ftt t_/て く1 暮‖.
彗   膊 郡疎症就か甦 才■,ると墓1再著=芋崚や 社 体AFT
くださは.また、等藝、体温登漫I略 し  緑してください。
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